平成29年度　熊本大学医学部附属病院　がん看護臨床実務研修

研修評価表　一般コース　

番号：　　　　氏名：　　　　　　　　　　
	研修目的：専門分野（がん）における質の高い看護が実践できる


評価基準：　　④している　　③ほとんどしている　　②少しはしている　　①ほんの少ししている　

	内　　　　　　　容
	評　価

	
	前
	直後
	3ヶ月後

	
	自己
	他者
	自己
	自己
	他者

	Ⅰ


	受持ったがん患者の状況を判断し、意図的に患者と家族から情報収集している

・がんの基礎知識を理解した情報収集

・患者、家族の背景や心理的変化を理解した情報収集

・インフォームドコンセント内容の把握・患者の反応（認識）
	
	
	
	
	

	Ⅱ


	受持ったがん患者の情報に基づきアセスメントし、看護問題を明確にしている

（問題リストを作成している）

・患者の症状アセスメント
・患者の心理過程のアセスメント

・患者のセルフケア能力のアセスメント
	
	
	
	
	

	Ⅲ


	受持ったがん患者の問題に即した看護計画を立案している

・具体的な計画が立案

・患者の希望を反映

・目標は患者と共に設定
	
	
	
	
	

	Ⅳ


	受持ったがん患者の問題をチームメンバーに伝達し、情報の共有化している

・医師や他の医療チームメンバーへの働きかけや調整を
	
	
	
	
	

	Ⅴ


	受持ったがん患者に対し、看護計画に沿ったケアを実践している

・患者のニーズにあったケア

・疼痛や症状コントロール
・ケアにおける倫理的配慮

・患者のセルフケア能力を高める支援
	
	
	
	
	

	Ⅵ


	受持ったがん患者に、安全･安楽な看護技術を提供している

・がん化学療法薬の安全な取り扱い・投与・管理方法の知識を現場での活用

・患者の疼痛や症状に沿ったケアを提供している（工夫している）
	
	
	
	
	

	Ⅶ


	受持ったがん患者に行った看護ケアの結果を端的に報告している
・異常時の医師への報告

・カンファレンスでの積極的な発言
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	Ⅷ


	受持ったがん患者に行った看護ケアを評価している

・評価の視点が明確

・患者と共に評価している
	
	
	
	
	

	Ⅸ
	受持ったがん患者の看護ケアに対する患者の反応を評価し記録している
	
	
	
	
	

	Ⅹ
	受持ったがん患者の看護上の問題、看護計画の妥当性を評価している
	
	
	
	
	

	ⅩⅠ


	受持患者を通して、患者・家族のサポートネットワークの必要性や内容を理解
している
	
	
	
	
	

	ⅩⅡ


	チーム医療の必要性を理解している

・看護師間及び他職種とのカンファレンス

・地域連携、栄養課、放射線科など連絡調整の必要姓
	
	
	
	
	

	

	　　
	評価日
	他者評価者ｻｲﾝ

	前
	
	

	直後
	
	

	３ヶ月後
	
	


３日間：外来化学療法センターで実習

研修評価表　がん化学療法コース

施設名：　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　

	研修目的：がん化学療法の基本的な知識・技術に基づいた看護を実践できる


評価基準：　　④している　　③ほとんどしている　　②少しはしている　　①ほんの少ししている　　0 していない
	内　　　　　　　容
	評　価

	
	前
	直後
	3ヶ月後

	
	自己
	他者
	自己
	自己
	他者

	がん化学療法看護
	Ⅰ
	治療前の看護について理解して実践している

・治療開始前のアセスメント（内服管理能力やリスクアセスメント）などを適切に行なう

・治療目的や治療レジメンの内容を理解している。

・患者の治療への希望や認識を確認して必要に応じて医師へ伝えるなど、倫理的配慮をしている
・患者の社会的側面（在宅支援の必要性、経済状況、医療費助成制度の

利用など）を理解している
	
	
	
	
	

	
	Ⅱ
	治療中の看護について理解して実践している

・がん化学療法薬の安全な取り扱いを理解して曝露予防対策をしている

・がん化学療法薬の血管外漏出予防対策を理解して実践している

・安全・適切な投与管理について理解して実践している
	
	
	
	
	

	
	Ⅲ
	治療後の看護について理解して実践している

・看護師間及び他職種との連携などチーム医療の提供について理解して実

践している

・セルフケア支援について理解し、実践している

・がん化学療法を受ける患者の精神的ケアについて理解して実践している
	
	
	
	
	

	　　

	　　
	評価日
	他者評価者ｻｲﾝ

	前
	
	

	直後
	
	

	３ヶ月後
	
	


１～２週間：外来化学療法センターおよび病棟で実習
研修評価表　がん化学療法コース
施設名：　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　

	研修目的：がん化学療法の基本的な知識・技術に基づいた看護を実践できる


評価基準：　　④している　　③ほとんどしている　　②少しはしている　　①ほんの少ししている　　0 していない
	内　　　　　　　容
	評　価

	
	前
	直後
	3ヶ月後

	
	自己
	他者
	自己
	自己
	他者

	がん化学療法看護
	Ⅰ
	治療前の看護について理解し実践している

・患者の治療への希望や認識を確認し、必要に応じて医師へ伝えるなど、倫理的配慮をしている

・治療目的や治療レジメンの内容を理解している
・治療開始前のアセスメント（内服管理能力やリスクアセスメント）などを適切に行なう

・患者の社会的側面（在宅支援の必要性、経済状況、医療費助成制度の

利用など）を理解している
	
	
	
	
	

	
	Ⅱ
	治療中の看護について理解し実践している

・がん化学療法薬の安全な取り扱いを理解して曝露予防対策をしている

・がん化学療法薬の血管外漏出予防対策を理解して実践している

・安全・適切な投与管理について理解して実践している
	
	
	
	
	

	
	Ⅲ
	治療後の看護について理解して実践している

・セルフケア支援について理解して実践している

・がん化学療法を受ける患者の精神的ケアについて理解して実践している
・看護師間及び他職種との連携などチーム医療の提供について理解して実践している
	
	
	
	
	

	
	Ⅳ
	がん化学療法の有害事象に対する看護について理解し実践している

・がん化学療法薬や治療レジメンの特徴を理解し安全に投与管理している

・がん化学療法の有害事象に対する基本的な看護について理解している
	
	
	
	
	

	
	Ⅴ
	がん化学療法を受ける患者へ有害反応の対応についての指導とセルフケア支援を実践している
・患者のセルフケア能力に応じた患者指導、社会資源の導入と支援を行っている
	
	
	
	
	

	＊IASMを活用した実践の評価
評　価

前

直後

3ヶ月後

自己

他者

自己

自己

他者

症状マネジメント
Ⅰ
1. がん化学療法を受ける患者の症状緩和においてIASM理論を用いてアセスメントしている

・患者のセルフケア能力をアセスメントしている
・症状の機序を理解して患者とコミュニケーションをはかり、患者の症状体験を理解している
Ⅱ

がん化学療法を受ける患者へIASM理論を用いて症状マネジメントを実施し評価している
・患者のニーズに応じた看護ケアが実践できたか、評価している


	

	　　
	評価日
	他者評価者ｻｲﾝ

	前
	
	

	直後
	
	

	３ヶ月後
	
	


研修評価表　緩和ケアコース
氏名：　　　　　　　　　　
	研修目的：専門分野（がん）における質の高い看護が実践できる
緩和ケアコース目標：がん患者に対し緩和ケアに関する専門的な知識に基づき看護を実践する


評価基準：　　④している　　③ほとんどしている　　②少しはしている　　①ほんの少ししている　

	内　　　　　　　容
	評　価

	
	前
	直後
	3ヶ月後

	
	自己
	他者
	自己
	自己
	他者

	Ⅰ


	受持ったがん患者の状況を判断し、意図的に患者と家族から情報収集している

・がんの基礎知識を理解した情報収集

・患者、家族の背景や心理的変化を理解した情報収集

・インフォームドコンセント内容の把握・患者の反応（認識）
	
	
	
	
	

	Ⅱ


	受持ったがん患者の情報に基づきトータルペインの視点でアセスメントし、看護問題を明確にしている（問題リストを作成している）

・患者の身体面のアセスメント

・患者の精神面のアセスメント

・患者の社会面のアセスメント

・患者のスピリチュアルな面のアセスメント
	
	
	
	
	

	Ⅲ


	受持ったがん患者の問題に即した看護計画を立案している

・具体的な計画が立案

・患者の希望を反映

・目標は患者と共に設定
	
	
	
	
	

	Ⅳ


	受持ったがん患者の問題をチームメンバーに伝達し、情報の共有化している

・医師や他の医療チームメンバーへの働きかけや調整を
	
	
	
	
	

	Ⅴ


	受持ったがん患者に対し、看護計画に沿ったケアを実践している

・患者とコミュニケーションを図り、ニーズに応じたケア

・疼痛や症状コントロール
・ケアにおける倫理的配慮

・患者のセルフケア能力を高める支援
	
	
	
	
	

	Ⅵ
	受持ったがん患者に、安全･安楽な看護技術を提供している

・患者の疼痛や症状に沿ったケアを提供している（工夫している）
	
	
	
	
	

	Ⅶ
	受持ったがん患者に行った看護ケアの結果を端的に報告している
・カンファレンスでの積極的な発言
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	Ⅷ


	受持ったがん患者に行った看護ケアを評価している

・評価の視点が明確

・患者と共に評価している
	
	
	
	
	

	Ⅸ
	受持ったがん患者の看護ケアに対する患者の反応を評価し記録している
	
	
	
	
	

	Ⅹ
	受持ったがん患者の看護上の問題、看護計画の妥当性を評価している
	
	
	
	
	

	ⅩⅠ


	受持患者を通して、患者・家族のサポートネットワークの必要性や内容を理解
している
	
	
	
	
	

	ⅩⅡ


	チーム医療の必要性を理解している

・看護師間及び他職種とのカンファレンス

・地域連携、栄養課、放射線科など連絡調整の必要姓
	
	
	
	
	

	

	　　
	評価日
	他者評価者ｻｲﾝ

	前
	
	

	直後
	
	

	３ヶ月後
	
	


